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歳出

歳出  108億6027万円
8月31日から9月1日にかけて予算決算常任委員会で　　審議を行い、町財政の健全性を確認しました。

歳入  113億4940万円

歳入
自主財源
48.6%

依存財源
51.4%
依存財源
51.4%

町税（34.3%）
38億9611万円

総務費（24.6%）
26億6607万円

民生費（17.9%）
19億3951万円

（13.0%）商工費（13.0%）
14億1696万円
商工費（13.0%）
14億1696万円

（11.8%）農林水産業費（11.8%）
12億8142万円
農林水産業費（11.8%）
12億8142万円

（8.8%）土木費（8.8%）
9億5203万円
土木費（8.8%）
9億5203万円

（10.0%）教育費（10.0%）
10億9025万円
教育費（10.0%）
10億9025万円

繰入金（4.6%）
5億2024万円

（24.1%）国庫支出金（24.1%）
27億3647万円
国庫支出金（24.1%）
27億3647万円

県支出金（19.1%）
21億6741万円

地方交付税（4.3%）　4億8274万円

諸収入（0.8%）　8874万円
地方消費税交付金（1.8%）　2億657万円

その他依存財源（1.3%）　1億5198万円

消防費（2.5%）　2億7691万円
衛生費（7.3%）　7億9116万円

公債費（1.8%）　1億9117万円

議会費（0.9%）　9972万円
災害復旧費（1.0%）　1億768万円

労働費（0.4%）　4811万円

繰越金（6.6%）
7億5408万円

諸収入（1.8%）
2億151万円

財産収入（0.5%）
5887万円

その他自主財源（0.8%）
8469万円

113億4940万円108億6027万円
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決算決算をを認定認定

【数値について】
※ 金額は万円単位で表しているため合計と一致しない
場合があります。

※（　）内は構成比率です。
※ 円グラフ、表の金額および率は、各項目で四捨五入
しているため合計があわない場合があります。

（単位：万円）

区　　　分
歳　　　入 歳　　　出 純 計 額

歳入歳出
差 引 額総額 他会計繰入金 純計額 総額 他会計繰出金 純計額

後 期 高 齢 者 医 療 10,904 2,690 8,214 10,900 0 10,900 △2,686
国 民 健 康 保 険 95,270 6,188 89,082 95,123 0 95,123 △6,041
国 民 健 康 保 険 診 療 8,836 676 8,160 7,040 0 7,040 1,120
介 護 保 険 95,121 15,637 79,484 88,983 0 88,983 △9,499
介 護 サ ー ビ ス 663 284 379 663 0 663 △284
簡 易 水 道 20,642 8,004 12,638 19,509 0 19,509 △6,871
農 業 集 落 29,807 20,822 8,985 29,807 0 29,807 △20,822
特定環境保全公共下水道 13,499 11,044 2,455 13,499 0 13,499 △11,044

合　　　　計 274,742 65,345 209,397 265,524 0 265,524 △56,127

特別会計

■財源のうち主な原発関連収入
（歳入全体の57.8％）

項　　目 金　　額
町 　 　 税 2,992,811千円
国 庫 支 出 金 2,045,571千円
県 支 出 金 1,522,880千円
合 　 　 計 6,561,262千円
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9月定例会議 令和4年度

町民一人当りの歳出決算額
（令和5年3月末の人口7,823人で算出）

総務費 34万799円
地域振興や一般事務に使うためのお金

民生費 24万7,924円
各種福祉事業を行うためのお金

衛生費 10万1,133円
町民の健康管理やごみ処理に使うためのお金

農林水産業費 16万3,802円
農業や林業の振興に使うためのお金

商工費 18万1,127円
観光や商工業の振興に使うためのお金

土木費 12万1,696円
道路やまちづくりなどに使うためのお金

消防費 3万5,305円
消防施設や消防団運営に使うためのお金

教育費 13万9,365円
学校教育や社会教育などに使うためのお金

公債費 2万4,437円
町の負債の元金や利子の返済に使うための
お金

議会費 1万2,747円
町議会の運営を行うためのお金

その他 1万9,914円

合　計 138万8,249円

監査委員から提出された意見書より抜粋
　令和4年度決算から見る財政事情は健全な水準を保ち安定していますが、公共施設の老朽化に伴う維持
補修費用の増大や急速に進展する人口減少や海外情勢の変化による円安や物価高騰などによる財政圧迫に
より、硬直化が進むことが懸念されます。併せて、近年激甚化している自然災害への対応や、突発的な財
政環境の悪化に対応できうる備えが不可欠であると言えます。
　このような状況を踏まえ、コロナ禍以前の生活を取り戻しつつ、新たな財源の確保、「公共施設等総合
管理計画」に基づき公共施設などの生活インフラ設備の総合的なマネジメントを確実に実行し、持続可能
な財政運営に取り組んでいただきたいと思います。
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令和 4 年度 決算を審査 !! 主要な事業について報告します。

●�こども家族館管理運営事業
▲ 8,904万7千円

　こども家族館は県が建設し、管理運営は町が
行っています。県事業にてスケートパーク、3×3、
クライミングウォール設備が整備され、令和5年
4月にリニューアルオープンしました。

●�住民税非課税世帯等に対する�
臨時特別給付金

▲ 1,957万4千円
　新型コロナの影響により困難に直面した方々に
暮らしの支援をしました。
� 1世帯　10万円

●�コロナに負けるな！ ふるさと消費
キャンペーン事業

▲ 1,740万円
　低迷する町内消費需要を喚起し、消費の拡大
を図り町内経済の活性化をめざしました。
� 商品券総額9500万円（プレミアム分1500万円）

●�価格高騰緊急支援給付金給付事業

▲ 3,556万1千円
　電気・ガス・食料品等の価格高騰による負担増
を踏まえ、低所得世帯に支援をしました。
� 1世帯　5万円

●�農業緊急支援事業

▲ 1,328万3千円
　コロナ禍における米価下落、原油や肥料などの
価格が高騰しているため農業者の経営安定化を図
りました。
� 水稲作付面積に対して3千円／10a

●�移住・定住・交流推進事業

▲ 630万8千円
　移住支援金及びお試し滞在支援事業補
助金などにより移住定住の支援を行って
います。

●�企業振興対策事業

▲ 2億3651万6千円
　令和3年度に引き続き、産業団地造成工
事を行い令和5年3月に完成。

問�若者が働く場として魅力ある企業誘致が��
必須では。

答�若者の転出をできるだけ抑止をしてUター
ンを促すような魅力のある企業の誘致に
しっかり取り組む。

●�おおい町戦略的PR事業

▲ 912万円8千円
　PRテレビ番組の制作・放映、インスタ
グラム・ツイッターでの情報発信や町に
移住を検討している人に向けた戦略的PR
を行います。

移住定住移住定住

こども家族館こども家族館

コロナ、物価高、コロナ、物価高、
町内経済活性化町内経済活性化

しごとみらい産業団地

こども家族館と
スケートパークうみんぱ

クライミングウォール



Ohi Town Assembly Official Report

No.71おおい町議会だより0 5

活
動
報
告

審
議
内
容

一
般
質
問

追
　
跡

特　

集

ホテルうみんぴあと
シーサイドスパおおいの湯

令和 4 年度 決算を審査 !!

●�進学サポート事業

▲ 3,183万6千円
　就学意欲のある若者の未来を応援するため、国
内の大学などに在学する者を扶養する保護者など
へ経済的支援を実施しています。

問�この事業の効果が具体的に見えにくいがどうか。
答�この事業で家庭と学生の情報共有によりふるさ
とへの愛着、Uターンの契機が格段に増える。ア
ンケートの工夫により効果的なものが見えるよ
う検討する。

※P19に関連記事あり

●�子育て世帯生活支援特別給付金給付事業
▲ 734万7千円

　コロナや、価格高騰の影響を受けた低所得の子
育て世代に対して生活支援を特別給付。� �
� 児童1人　5万円

●�子育て世代価格高騰支援給付金�
給付事業

▲ 1,774万9千円
　価格高騰の影響を受けた子育て世代に支援を給付。
� 児童1人　1万2千円

●�にこにこ赤ちゃん応援事業

▲ 901万円9千円
　乳幼児期の経済的負担を軽減し乳幼児の健やかな
成長と少子化対策の推進を図るために支援をします。
　妊娠届出時、出産届出時に各5万円を支援

●�子育て支援医療費助成事業

▲ 2,771万5千円
　子育て支援として、18歳以下の医療費を助成し、
医療費無償化を実施しています。

●�チャレンジショップ整備事業
▲ 2億8,262万1千円

　地中熱利用設備に係る空調設備および
外構などの周辺整備工事が完了し、令和
4年7月16日に商工会テナント棟も合
わせて「SEE SEA PARK」としてオープ
ンしました。
� 年度末時点来館者　21万人

●�うみんぴあ大飯事業

▲ 2億7,028万6千円
　PFI事業契約に基づきホテルうみんぴ
あおよびシーサイドスパおおいの湯の管
理・運営を行っています。
　当該施設やマリーナなどの改修工事を
行いました。

●�バス対策事業

▲ 1億323万8千円
　路線バス運行経費のほか名田庄地域に
おいてもデマンドバスの試行運行を開始
し大飯・名田庄地域における交通体系の
充実に取り組んでいます。

問�デマンドバスの登録者に対してのアン
ケートは実施したのか。

答�今後、利用者のニーズを把握するため、
アンケートも含め検討していきたい。

子育てを応援！！子育てを応援！！
うみんぴあエリアうみんぴあエリア

交通対策交通対策
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■賛否が分かれた議案
寺井 高本 中西 屋敷 田中 堤 細川 原田 辻 尾谷 猿橋啓 今川 猿橋巧

認定第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ●

請願第 1号 ● ● ● ● ● ● ─ ● ● ● ● ● ○

○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（細川議長は採決に加わらない）

令和５年９月定例会議　議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先
報告第10号 令和4年度決算に基づく健全化判断比率の報告について ── 承　　認

P7

報告第11号 令和4年度決算に基づく資金不足比率の報告について ── 承　　認

認定第 1号 令和4年度一般会計及び8特別会計歳入歳出決算の認定について 〈予算〉 認　　定

議案第40号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について ── 原案可決

議案第41号 令和5年度一般会計補正予算（第4号）

〈予算〉

原案可決

議案第42号 令和5年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第43号 令和5年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第44号 令和5年度介護保健事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第45号 令和5年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

P8

議案第46号 工事請負契約の締結について
（デジタル放送設備等更新工事） 〈総務〉 原案可決

議案第47号 工事請負契約の締結について
（トンネル照明設備更新工事（本郷トンネル））

〈産建〉
原案可決

議案第48号 工事請負契約の締結について
（名田庄東部浄化センター機器等更新工事（その6）） 原案可決

議案第49号 工事請負契約の締結について
（フィットネスセンター改修工事）

〈総務〉
原案可決

議案第50号 動産の取得について
（学校 ICT機器（電子黒板）） 原案可決

P9

諮問第 1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ── 承　　認

請願第 1号「健康保険証を持てない人」をつくり出す健康保険証廃止の中止を求める請願
〈総務〉

不 採 択

陳情第 1号 保育士配置の最低基準の引き上げと、保育予算の大幅な増額を求め
る意見書の採択を求める陳情 ──

発委第 5号 おおい町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について ── 原案可決

── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣
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陳
情
１
件
、
発

委
１
件
を
審
査
し
た
。

■
報
告
事
項

報
告
事
項
を
承
認

●
報
告
10
号

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

　
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実

質
赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費

比
率
・
将
来
負
担
比
率
は
、

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
良
好
な
状
態
で
あ

る
。

・
実
質
公
債
費
比
率
１
・
０

・
そ
の
他　
算
定
さ
れ
ず
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
11
号

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

お
お
い
町
資
金
不
足
比
率
の

報
告
に
つ
い
て

　
特
別
会
計
に
お
い
て
資
金

不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ず
、

い
ず
れ
も
経
営
健
全
化
基
準

の
20
％
を
下
回
り
良
好
な
状

態
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

■
決
算
認
定

令
和
４
年
度
決
算

を
認
定

●
認
定
１
号
︿
予
算
﹀

令
和
４
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
及
び
８
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
及
び
８
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
認

定
を
求
め
る
も
の
。

討　
論

○
反
対 

猿
橋　

 

巧 

議
員

　
歳
入
は
不
納
欠
損
も
あ
り
、

収
納
努
力
す
べ
き
で
公
平
感

が
な
い
。
原
子
力
頼
み
を
改

め
る
べ
き
で
あ
る
。
歳
出
で

は
こ
ど
も
家
族
館
の
運
営
費

は
県
負
担
と
す
べ
き
で
あ
り

反
対
す
る
。

○
賛
成 

田
中 

秀
樹 

議
員

　
財
政
力
指
数
は
０
・
95
と

基
準
値
の
１
・
00
に
近
く
、

４
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
る
な
ど
、
い
ず
れ

も
そ
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ

て
お
り
賛
成
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
認
定
】

※ 

主
な
事
業
や
質
疑
内
容
は
Ｐ

２
〜
Ｐ
５
（
特
集
）
に
記
事

有
り
。

■
議
案
審
議

条
例
改
正
を
可
決

●
議
案
40
号

お
お
い
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
お
よ
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

補
正
予
算
を
可
決

●
議
案
41
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

２
４
３
７
万
７
千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

◯
新
婚
新
生
活
支
援
事
業

２
７
０
万
円
増
額

◯ 

障
が
い
者
福
祉
施
設
・
高

齢
者
福
祉
施
設
物
価
高
騰

対
策
事
業

１
４
７
万
９
千
円
増
額

◯
農
業
緊
急
支
援
事
業

４
９
３
万
５
千
円
増
額

◯
県
単
土
地
改
良
事
業

８
７
３
万
３
千
円
増
額

◯ 

頭
巾
山
青
少
年
旅
行
村
管

理
運
営
事
業

５
７
２
万
円
増
額

補
正
予
算
に
対
す
る 

主
な
質
疑

問
頭
巾
山
青
少
年
旅
行

村
整
備
事
業
計
画
策

定
に
お
い
て
交
通
事
業
者
の

参
入
は
補
助
要
件
か
。

 

事
業
計
画
策
定
に
お

い
て
は
交
通
事
業
者

の
参
入
は
補
助
要
件
で
は
な

い
。問

道
の
駅
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
時
に
警

備
員
を
配
置
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
時
の

み
で
は
な
く
横
断
歩
道
を
設

置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

現
在
エ
ル
ガ
イ
ア
の

付
近
に
横
断
歩
道
を

設
置
す
る
た
め
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。
今
回
は
緊
急
的

に
イ
ベ
ン
ト
時
の
交
通
安
全

対
策
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
42
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

４
万
６
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
43
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

１
６
８
万
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
44
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
１
号
︶

２
９
０
０
万
９
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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●
議
案
45
号
︿
予
算
﹀

令
和
５
年
度
お
お
い
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

１
６
６
万
９
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

工
事
請
負
契
約
を

可
決

●
議
案
46
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備

等
更
新
工
事
︶

　
ｉ
ネ
ッ
ト
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
放
送
設
備
の
う
ち
、
経

年
劣
化
に
よ
り
障
害
発
生
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
機
器

の
更
新
を
行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

５
９
９
５
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト　

株
式
会
社

主
な
質
疑

問
Ｃ
Ｓ
放
送
を
や
め
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
民
向
け
に
周
知
は
で
き
て

い
る
の
か
。

 

既
に
広
報
紙
で
周
知

し
て
お
り
、
契
約
さ

れ
て
い
る
方
に
は
個
別
に
通

知
し
、
年
度
末
で
町
の
Ｃ
Ｓ

放
送
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
す
る

こ
と
や
、
引
き
続
き
視
聴
を

希
望
さ
れ
る
場
合
の
個
人
契

約
先
を
案
内
し
て
い
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
47
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
ト
ン
ネ
ル
照
明
設
備

更
新
工
事︵
本
郷
ト
ン
ネ
ル
︶︶

　
本
郷
ト
ン
ネ
ル
が
供
用
開

始
20
年
を
経
過
し
、
灯
具
の

球
切
れ
な
ど
に
よ
り
、
一
部

区
間
で
視
界
不
良
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
利
用
者
の
通
行

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

照
明
設
備
の
更
新
工
事
を
行

う
も
の
。

・
契
約
金
額

６
６
７
８
万
３
千
５
３
０
円

・
契
約
の
相
手
方

有
限
会
社 

浜
上
電
気

主
な
質
疑

問
現
場
で
の
施
工
期
間

は
工
事
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

現
地
で
の
施
工
期
間

は
約
１
か
月
を
想
定

し
て
お
り
、
施
工
中
は
上
下

線
に
分
け
高
所
作
業
車
を
使

用
し
て
照
明
設
備
を
取
り
換

え
る
た
め
、
片
側
交
互
通
行

と
し
て
行
う
よ
う
現
在
計
画

し
て
い
る
。

問
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
寿
命
は

ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

 

標
準
寿
命
は
、
約
９

万
時
間
で
、
基
本
照

明
で
約
10
年
、
入
り
口
照
明

で
約
20
年
間
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
と
な
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
48
号
︿
産
建
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
名
田
庄
東
部
浄
化
セ

ン
タ
ー
機
器
等
更
新
工
事

︵
そ
の
６
︶︶

　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
お
け
る
名
田
庄
東

部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
安
定
し

た
汚
水
処
理
お
よ
び
施
設
の

適
正
な
管
理
を
行
う
た
め
、

※
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
、
自
家
用
発

電
装
置
や
監
視
計
装
置
な
ど

老
朽
化
し
た
機
器
類
の
更
新

や
機
能
増
設
を
行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

８
３
０
５
万
円

・
契
約
の
相
手
方

荏
原
商
事
株
式
会
社

※ 

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
長
期
的
な
視
点
で
下
水
道

施
設
全
体
の
今
後
の
老
朽
化

の
進
展
状
況
を
考
慮
し
、
優

先
順
位
付
け
を
行
っ
た
う
え

で
施
設
の
点
検
・
調
査
、
修

繕
・
改
善
を
実
施
し
、
施
設

全
体
の
管
理
を
最
適
化
す
る

こ
と
。

主
な
質
疑

問
今
回
の
更
新
工
事
に

自
家
発
電
設
備
が
含

ま
れ
て
お
り
、
電
源
喪
失
時

で
も
72
時
間
稼
働
が
可
能
と

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
状

は
何
時
間
の
稼
働
だ
っ
た
の

か
。

 

現
状
は
約
10
時
間
の

稼
働
し
か
で
き
な
い

設
計
と
な
っ
て
い
る
。

問
災
害
時
な
ど
に
よ
る

電
源
喪
失
時
に
は
72

時
間
で
十
分
な
対
応
が
で
き

る
の
か
。

 

国
の
方
針
と
し
て
、

72
時
間
あ
れ
ば
電
源

は
復
旧
で
き
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。【

全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
49
号
︿
総
務
﹀

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
︵
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
︶

　
竣
工
か
ら
29
年
が
経
過
し

た
総
合
運
動
公
園
内
の
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
大
規

模
改
修
工
事
を
行
う
も
の
。

・
契
約
金
額

４
億
９
８
０
８
万
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

時
岡
組

主
な
質
疑

問
令
和
６
年
９
月
か
ら

12
月
の
改
修
工
事
期

間
は
、
休
業
の
予
定
で
あ
る

が
、
年
払
い
会
員
制
の
利
用

者
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
。

 

体
育
館
な
ど
を
利
用

し
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

の
一
部
を
実
施
す
る
。
ま
た

プ
ー
ル
は
利
用
で
き
な
く
な

る
た
め
、
年
払
い
会
員
へ
の

対
応
は
、今
後
協
議
を
行
う
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

本郷トンネル
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動
産
の
取
得
を 

可
決

●
議
案
50
号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器︵
電
子
黒
板
︶︶

　
学
校
の
授
業
で
教
員
が
使

用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
ひ
と

つ
で
あ
る
電
子
黒
板
を
更
新

す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

３
２
４
５
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

主
な
質
疑

問
更
新
さ
れ
る
電
子
黒

板
の
う
ち
、
大
飯
中

学
校
と
佐
分
利
小
学
校
に
新

規
１
台
と
さ
れ
て
い
る
理
由

は
。

 

大
飯
中
学
校
、
佐
分

利
小
学
校
の
各
校

に
、
新
た
に
特
別
支
援
学
級

が
で
き
た
た
め
、
そ
の
学
級

用
と
し
て
設
置
す
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

人
権
擁
護
委
員
を

承
認

●
諮
問
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
次
の
方

の
推
薦
を
認
め
た
。

【
新
任
】

　
　
小お

野の　
義よ

し
一か

ず
（
久
坂
）

【
全
会
一
致
・
承
認
】

請 

願

●
請
願
１
号

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

誤
交
付
や
誤
登
録
、
医
療
機

関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
資
格

確
認
証
の
機
器
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
生
命
や
個
人
情
報
に
関

わ
る
問
題
が
連
日
の
よ
う
に

報
道
さ
れ
、
健
康
保
険
証
の

廃
止
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
の
一
体
化
に
つ
い
て
、

中
止
す
べ
き
と
の
意
見
書
を

政
府
関
係
機
関
へ
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
。

意見
社
会
的
弱
者
の
方
が

保
険
証
を
持
て
な
い

状
況
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
高
齢
者
に
は
地
域
包

括
の
中
で
保
険
証
の
取
得
に

つ
い
て
訪
問
や
説
明
を
し
、

障
が
い
者
の
方
に
は
、
自
治

体
の
障
が
い
者
担
当
が
指
導

や
支
援
す
る
な
ど
の
制
度
構

築
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、

中
止
を
求
め
る
こ
と
は
違
う
。

意見
政
府
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
方
へ
資
格
確
認
証

を
出
す
と
言
っ
て
お
り
、
健

康
保
険
証
を
持
て
な
い
人
が

多
く
出
る
よ
う
な
こ
と
は
考

え
に
く
い
。

討　
論

○
賛
成 

猿
橋　

 

巧 

議
員

　
障
が
い
や
認
知
症
、
高
齢

者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
の
人

た
ち
は
手
続
き
や
カ
ー
ド
の

取
得
が
困
難
な
う
え
、
施
設

な
ど
で
カ
ー
ド
や
暗
証
番
号

を
管
理
す
る
こ
と
も
困
難
で

あ
る
た
め
、「
健
康
保
険
証

を
持
て
な
い
人
」
に
な
り
か

ね
な
い
た
め
。

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

陳 

情

●
陳
情
１
号

　
日
本
の
保
育
所
の
職
員
配

置
の
最
低
基
準
は
、
痛
ま
し

い
事
故
や
、
保
育
士
に
よ
る

事
件
の
遠
因
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
国
に
対
し
て
、
保
育
士

配
置
の
最
低
基
準
の
引
き
上

げ
と
、
保
育
予
算
の
大
幅
な

増
額
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

意見
今
回
こ
の
陳
情
を
採

択
し
、
国
の
基
準
が

変
わ
っ
て
く
る
と
、
町
に

と
っ
て
新
た
な
課
題
が
出
て

く
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か

し
、
趣
旨
に
は
賛
成
で
き
る

の
で
、
趣
旨
採
択
が
妥
当
と

思
う
。

意見
今
の
保
育
に
関
す
る

現
状
を
町
に
確
認

し
、
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
、
今
こ
こ
で

趣
旨
採
択
な
ど
の
結
論
を
出

さ
ず
に
、
し
っ
か
り
と
審
議

し
て
は
ど
う
か
。

【
こ
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
総

務
常
任
委
員
会
で
継
続
し
て

審
査
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。】

条
例
の
制
定
を 

可
決

●
発
委
５
号

お
お
い
町
議
会
議
員
の
請
負

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
提
案
理
由
】

　
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

議
会
の
議
員
に
係
る
請
負
に

関
す
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
議
員
の
請

負
の
状
況
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
請
負
の
状
況
の
透

明
性
を
確
保
し
、
も
っ
て
議

会
の
運
営
の
公
正
及
び
事
務

の
執
行
の
適
正
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
本
条
例
の
制
定

を
行
う
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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特
　
集

審
議
内
容

一
般
質
問

追
　
跡

活
動
報
告

Reportリポート 要 請 活 動

原
子
力
政
策
の
一
元
的
責
任
を
有
す
る
国
に
対
し
、

原
子
力
政
策
の
推
進
を
求
め
る

要
請
活
動

︻
期　
日
︼

令
和
５
年
８
月
22
日
㈫

︻
要
請
先
︼

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　
　
　
村　
瀬　
佳　
史　
長
官

原
子
力
規
制
庁

　
　
　
　
金　
子　
修　
一　
次
長

内
閣
府
（
原
子
力
防
災
担
当
）

　
　
　
　
松　
下　
　
整　
　
統
括
官

︻
要
請
者
︼

お
お
い
町
長

お
お
い
町
議
会
議
長

お
お
い
町
議
会
副
議
長

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

予
算
決
算
常
任
委
員
長

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

お
お
い
町
議
会
で
は
、
原
子
力
政
策
の

一
元
的
責
任
を
有
す
る
国
に
対
し
、
国
民

を
守
る
た
め
に
必
要
な
原
子
力
の
将
来
像

の
明
確
化
と
諸
課
題
解
決
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
覚
悟
と
決
意

を
も
っ
て
、
主
体
的
か
つ
迅
速
に
推
進
す

る
た
め
、
８
点
の
項
目
に
つ
い
て
、
町
長

と
と
も
に
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

国
に
対
し
要
請
し
た
項
目
と
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１　
原
子
力
発
電
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
取

り
組
み
も
含
め
、
各
政
策
の
遅
れ
は
否

め
な
い
こ
と
か
ら
、
国
の
主
体
的
か
つ

迅
速
な
政
策
の
発
信
と
推
進
を
行
う
こ

と
２　
革
新
炉
を
含
む
原
子
力
発
電
の
必
要

量
と
整
備
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

早
急
に
示
す
と
と
も
に
主
導
的
か
つ
迅

速
に
推
進
す
る
こ
と

３　
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の
貯
蔵
限
界

に
よ
る
稼
働
停
止
ま
で
の
時
間
は
切
迫

し
て
お
り
、
国
の
責
務
に
お
い
て
、
立

地
地
域
の
安
全
向
上
に
つ
な
が
る
事
業

者
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
検
討
や
、
再

処
理
工
場
の
早
期
稼
働
等
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
を
遅
滞
・
停
滞
な
く
着
実
に
推

進
す
る
こ
と

４　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
長
期
間
に
及

ぶ
審
査
は
、
事
業
環
境
の
み
な
ら
ず
国

益
に
反
し
、
効
率
的
な
審
査
を
行
う
た

め
に
必
要
な
対
策
を
可
及
的
速
や
か
に

実
施
す
る
こ
と

５　
社
会
の
変
化
に
よ
る
立
地
自
治
体
固

有
の
課
題
解
決
に
順
応
す
る
使
途
の
柔

軟
性
や
廃
炉
交
付
金
の
制
度
設
計
な

ど
、
立
地
地
域
の
持
続
的
振
興
に
寄
与

す
る
見
直
し
を
行
う
こ
と

６　
国
を
支
え
る
原
子
力
発
電
所
を
誘
致

し
な
が
ら
、
周
辺
地
域
は
低
人
口
帯
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
原
子
炉
等
立
地

審
査
指
針
」
も
相
ま
っ
て
、
規
模
の
小

さ
い
地
元
企
業
の
競
争
力
に
は
限
界
が

あ
り
、
地
元
活
用
に
よ
る
経
済
・
雇
用

へ
の
効
果
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
誘
致
し
た
企
業
の
地
元
活
用
が
縮

小
す
る
と
い
っ
た
本
来
の
目
的
と
逆
行

す
る
現
状
の
改
善
と
指
導
を
行
う
こ
と

７　
原
子
力
防
災
・
減
災
に
係
る
社
会
資

本
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
社
会

資
本
整
備
予
算
で
は
条
件
も
厳
し
く
整

備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
別
枠

で
の
予
算
措
置
を
講
ず
る
こ
と

８　
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
教
育
機
関

や
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産
業
の
地

方
移
転
な
ど
、
移
住
推
進
等
、
地
域
の

持
続
可
能
性
に
資
す
る
振
興
策
を
講
じ

る
こ
と
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特
　
集

審
議
内
容

一
般
質
問

追
　
跡

活
動
報
告

︻
期　
日
︼

　
令
和
５
年
８
月
17
日
㈭

︻
場　
所
︼

　
お
お
い
町
役
場
正
庁
ホ
ー

ル
・
大
飯
原
子
力
発
電
所

︻
参
加
者
︼

　
関
原
協
委
員
21
名

　

 （
内
お
お
い
町
議
会
か
ら
原

子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

委
員
７
名
・
議
長
）

お
お
い
町
・
高
浜
町
・
美

浜
町
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
西
電

力
管
内
に
原
子
力
発
電
所
が

立
地
し
て
い
る
町
で
構
成
す

る
、
関
西
電
力
原
子
力
発
電

所
立
地
町
議
会
連
絡
協
議

会
（
関
原
協
）
が
お
お
い
町

議
会
主
管
と
し
て
総
会
お
よ

び
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
後
は
、
大
飯
発
電

所
で
の
安
全
性
向
上
対
策
及

び
、
１・２
号
機
廃
止
処
置

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
の
ち
、
実
際
に

３・４
号
機
の
シ
ー
ス

ル
ー
見
学
通
路
に
て
、
定
期

検
査
時
の
作
業
内
容
や
、
中

央
制
御
室
で
の
仕
事
風
景
、

使
用
済
燃
料
保
管
プ
ー
ル
で

の
燃
料
の
移
送
方
法
な
ど
視

察
し
、
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を

使
用
し
て
、
普
段
は
立
ち
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
様
子
を
観

察
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
廃
炉
に
要
す

る
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て

や
、
住
民
へ
の
現
況
報
告
と

大
飯
発
電
所
の
さ
ら
な
る
安

全
性
向
上
を
要
望
し
、
万
が

一
の
重
大
事
故
発
生
時
に
も

迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き

訓
練
や
機

器
の
点
検

を
怠
ら
な

い
よ
う
伝

え
ま
し
た
。

安
全
性
向
上
対
策
を
確
認

視 察 研 修

︻
期　
日
︼

　
令
和
５
年
９
月
６
日
㈬

︻
場　
所
︼

　

 

関
西
電
力
原
子
力
研
修 

セ
ン
タ
ー

︻
参
加
者
︼

　
委
員
12
名
・
議
長
１
名

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委

員
会
は
、
高
浜
町
水
明
２
番

地
に
あ
る
、「
関
西
電
力
原

子
力
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
原
子

力
発
電
所
の
保
修
・
点
検
作

業
の
技
術
向
上
を
図
る
た
め

実
機
と
同
等
な
設
備
・
機
器

を
備
え
つ
け
、
教
育
・
訓
練

を
実
施
す
る
研
修
施
設
で

す
。
１
９
７
９
年
の
美
浜
発

電
所
で
の
事
故
を
踏
ま
え

て
、
１
９
８
３
年
に
施
工
さ

れ
、
建
物
は
実
習
棟
と
研
修

棟
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

実
習
棟
で
は
実
際
の
発
電

所
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
設

原
子
力
発
電
所
の
安
全
と
信
頼
を
確
認

備
を
使
い
、
燃
料
取
替
、
原

子
炉
容
器
上
蓋
の
ス
タ
ッ
ド

ボ
ル
ト
締
付
、
現
場
計
器
の

調
整
試
験
な
ど
の
被
ば
く
し

な
い
環
境
で
、
研
修
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

研
修
棟
で
は
、
過
去
の
教

訓
を
い
か
し
て
緻
密
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
お

り
、
原
子
力
発
電
の
安
全
と

信
頼
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

ま
す
。

県
原
協
総
会
に
て
要
望
事
項
に
つ
い
て
協
議

︻
期　
日
︼

　
令
和
５
年
８
月
25
日
㈮

︻
場　
所
︼

　
高
浜
町
役
場
会
議
室

︻
参
加
者
︼

　
県
原
協
委
員
28
名

　

 （
内
お
お
い
町
議
会
か
ら
原

子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

委
員
７
名
・
議
長
）

福
井
県
原
電
所
在
地
議

会
特
別
委
員
会
連
絡
協
議

会
（
県
原
協
）
の
総
会
お
よ

び
研
修
会
が
高
浜
町
役
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
役
員
の
改
選
や
事
業
計

画
、
国
へ
の
要
望
内
容
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
森
本
氏
よ
り
、

「
Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
を
踏
ま
え

た
今
後
の
原
子
力
政
策
に
つ

い
て
」
の
講
演
を
受
け
ま
し

た
。
脱
炭
素
社
会
に
お
い
て

の
原
子
力
発
電
所
の
立
ち
位

置
と
、
必
要
性
に
つ
い
て
、

再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
非
常
に

重
要
な
時
代
で
あ
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
情
勢
な
ど
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
高

騰
し
て
い
る
な
か
、
リ
プ

レ
ー
ス
や
新
増
設
の
議
論
が

加
速
し
て
い
く
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。

原
子
力
政
策
に
つ
い
て

は
、
国
が
し
っ
か
り
と
舵
を

取
り
、
地
元
住
民
の
安
全
性

の
確
保
と
、
理
解
促
進
に
つ

い
て
改
め
て
要
望
し
ま
し
た
。
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特
　
集

審
議
内
容

一
般
質
問

追
　
跡

活
動
報
告

若
狭
地
域
の
交
通
施
策
を
協
議

岡
田
深
谷
線
早
期
開
通
を
目
指
す

国
道
１
６
２
号
線
早
期
改
良
を

令
和
５
年
度
県
道
岡
田
深

谷
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
お

よ
び
現
在
の
取
り
組
み
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

︻
期　
日
︼

令
和
５
年
８
月
８
日
㈫

︻
参
加
者
︼

 

地
元
県
会
議
員
、
嶺
南
振

興
局
長
、
小
浜
土
木
所

長
、
小
浜
市
長
、
お
お
い

町
長
、
小
浜
市
・
お
お
い

町
各
議
員
、
中
名
田
地
区

同
盟
会
、
三
重
区
同
盟

会
、
岡
田
区
長

事
業
効
果

　
県
道
岡
田
深
谷
線
は
、
小

浜
市
と
お
お
い

町
を
最
短
で
結

ぶ
道
路
で
、
両

市
町
の
地
域
振

興
や
、
災
害
時

の
国
道
27
号
線

の
う
回
路
と
し

て
の
機
能
を
確

保
で
き
ま
す
。

　
事
業
開
始
ま
で
相
当
の
年

月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
関

係
者
の
努
力
に
よ
り
、
令
和

３
年
度
に
事
業
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

全
体
概
要

　

 

区
間　
お
お
い
町
芝
崎
〜

小
浜
市
小
屋

延
長　
３
，８
０
０
ｍ

事
業
採
択　
令
和
３
年
度

令
和
４
年
度
事
業

　

 

地
表
地
質
調
査
・
道
路
予

備
設
計
・
基
準
点
測
量
・

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

令
和
５
年
度
事
業

　

 

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
地
質
調

査

令
和
５
年
度
深
谷
・
相
生

間
道
路
建
設
促
進
同
盟
会
が

開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
お
よ

び
現
在
の
取
り
組
み
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

︻
期　
日
︼

令
和
５
年
８
月
８
日
㈫

︻
参
加
者
︼

 

地
元
県
会
議
員
、
嶺
南
振

興
局
長
、
小
浜
土
木
所

長
、
小
浜
市
長
、
お
お
い

町
長
、
小
浜
市
・
お
お
い

町
各
議
員
、
中
名
田
地
区

同
盟
会
、
口
名
田
地
区
同

盟
会
、
お
お
い
町
区
長
会

長
事
業
効
果

国
道
１
６
２
号
線
深
谷
・

相
生
間
の
改
良
工
事
を
進

め
、
安
全
な
生
活
道
路
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に

強
い
道
路
と
整
備
し
、
沿
線

地
域
に
お
け
る
産
業
振
興
、

経
済
発
展
お
よ
び
福
祉
の
向

上
に
つ
な
げ
る
。

全
体
概
要

　

 

区
間　
小
浜
市
深
谷
〜
小

浜
市
相
生

延
長　
５
８
０
ｍ

事
業
採
択　
平
成
25
年
度

令
和
３
年
度
事
業

　

 

道
路
改
良
工
事
（
道
路
拡

幅
、
歩
道
設
置
）
道
路
防

災
対
策
工
事

令
和
４
年
度
事
業　
な
し

令
和
５
年
度
事
業

　

 

深
谷
橋
橋
梁
補
修
工
事
・

深
谷
地
係
舗
装
補
修
工
事

●
若
狭
地
域
二
次
交
通
の
利

便
性
向
上
策
と
し
て
敦
賀
駅

か
ら
高
浜
方
面
に
向
か
う
直

行
バ
ス
を
運
行
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
周
遊
に
便
利
な
定
額

タ
ク
シ
ー（
１
回
５
０
０
円
）

を
運
行
な
ど

舞
鶴
若
狭
自
動
車
４
車
線
線

化
に
つ
い
て

●
舞
鶴
東
〜
敦
賀
間
（
75

㎞
）
４
車
線
化
状
況

令
和
５
年
度
小
浜
市
・
お

お
い
町
総
合
振
興
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

︻
期　
日
︼

令
和
５
年
８
月
８
日
㈫

︻
参
加
者
︼

 

嶺
南
振
興
局
長
、小
浜
市

長
、お
お
い
町
長
、小
浜
市・

お
お
い
町
議
会
各
議
員

協
議
事
項

北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
通

及
び
若
狭
地
域
の
二
次
交
通

に
つ
い
て

●
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
新
大

阪
間
全
線
開
通
の
意
義
と
し

て
日
本
海
国
土
軸
を
形
成

し
、
国
土
強
靭
化
、
分
散
国

家
の
実
現
に
最
大
限
の
効
果

を
発
揮
す
る
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に

東
海
道
新
幹
線
の
代
替
機
能

を
果
た
す
も
の
で
す
。

○ 

福
井・敦
賀
開
業
、整
備
期
間

・ 

２
０
１
２
〜
２
０
２
３
年
度
末

○
県
内
事
業
費

約
１
兆
１
，２
０
０
億
円

広域協議会
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特
　
集

活
動
報
告

審
議
内
容

追
　
跡

一
般
質
問

◥�
大
飯
発
電
所
１・２
号
機
の
リ
プ
レ
ー
ス
の
可
能
性
は

町
長	
国
の
方
針
に
則
り
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
今
後
検
討
さ
れ

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
9
月
定
例
会
議
で
は
、
6
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

中
なかにし
西  秀

ひでかず
和

問
地
球
温
暖
化
が
お
よ

ぼ
す
影
響
は
。

︵
副
町
長
︶
世
界
的

に
も
平
均
気
温
の
上

昇
、
雪
氷
の
融
解
、
海
面
水

位
の
上
昇
が
観
測
さ
れ
、
我

が
国
に
お
い
て
も
平
均
気
温

の
上
昇
、
大
雨
、
台
風
な
ど

に
よ
る
被
害
、
農
作
物
や
生

態
系
へ
の
影
響
が
観
測
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
、

世
界
各
地
で
猛
暑
や
洪
水
、

大
規
模
な
山
火
事
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
や
災
害

が
頻
発
し
て
い
る
。

問
脱
炭
素
社
会
の
実
現

が
必
須
で
は
。

︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

地
球
温
暖
化
の
進
行

を
抑
え
る
こ
と
は
、
人
類
に

と
っ
て
避
け
ら
れ
な
い
課
題

で
あ
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
、
我
が
国
だ
け
で

は
な
く
、
全
世
界
的
に
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
へ
の

迅
速
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

問
脱
炭
素
に
は
個
人
の

行
動
も
大
切
で
は
。

︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶　

国
民
一
人
一
人
の
行

動
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
に
影
響
す
る
こ
と
を
認
識

し
て
、
行
動
に
移
す
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
町
と
し
て
も

周
知
に
努
め
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

安
定
供
給

問
※
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
と
し
て
原
子
力
発

電
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き

で
は
。︵

町
長
︶「
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
安
定
供
給
」「
経

済
効
率
性
」「
環
境
へ
の
適

合
性
」
か
ら
、
長
期
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
に
安
定

的
に
寄
与
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

リ
プ
レ
ー
ス
が 

必
要
で
は

問
大
飯
発
電
所
は
リ
プ

レ
ー
ス
の
候
補
地
の

一
つ
で
は
。

︵
町
長
︶
大
飯
発
電

所
に
お
い
て
は
、
国

の
方
針
に
則
っ
て
、
候
補
地

の
一
つ
と
し
て
今
後
検
討
さ

れ
る
も
の
と
理
解
を
し
て
い

る
。
国
は
、
立
地
地
域
を
は

じ
め
国
民
全
体
へ
の
丁
寧
な

説
明
と
理
解
促
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

問
大
飯
発
電
所
５
・
６

号
機
の
新
増
設
が
必

要
で
は
。︵

町
長
︶
人
口
減
少

対
策
や
経
済
の
観
点

か
ら
、
新
増
設
に
よ
る
地
域

へ
の
影
響
、
効
果
は
、
大
き

な
も
の
に
な
る
こ
と
は
認
識

を
し
て
い
る
が
現
時
点
に
お

い
て
は
、
原
子
力
政
策
の
迅

速
・
着
実
な
前
進
に
向
け
、

発
信
や
要
請
な
ど
に
強
力
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い

る
。原

子
力
の
積
極
的
な

活
用
を

問
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策

が
課
題
で
は
。

︵
町
長
︶
現
状
に
お

い
て
は
、
再
処
理
工

場
や
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
の
竣

工
延
期
が
繰
り
返
さ
れ
る

中
、
使
用
済
み
燃
料
を
安
全

に
貯
蔵
管
理
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
、
電
力
会
社
や
国

は
、
そ
の
貯
蔵
能
力
の
拡
大

に
向
け
、
敷
地
内
外
の
貯
蔵

施
設
の
建
設
や
そ
の
調
査
な

ど
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

 

最
終
処
分
場
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
の
２
町
村
で
文

献
調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
て

お
り
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
推
移
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。
近
年
、
中
間
貯
蔵
や

最
終
処
分
に
係
る
動
き
が
全

国
各
地
で
見
え
始
め
て
は
い

る
も
の
の
、
国
が
主
体
と

な
っ
て
、
再
処
理
工
場
の
早

期
竣
工
と
併
せ
、
し
っ
か
り

と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
や
最
終

処
分
の
実
現
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ッ
ク

エ
ン
ド
対
策
の
遅
滞
は
、
原

子
力
政
策
の
そ
の
も
の
の
遅

滞
と
と
も
に
、
国
民
理
解
が

進
ま
ぬ
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基

づ
い
た
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対

策
の
着
実
な
推
進
に
つ
い
て

も
８
月
22
日
の
中
央
要
請
に

お
い
て
、
国
に
強
く
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。

※ 

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
：
日
本
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
る
う

え
で
、
安
全
性
や
安
定
供
給
、

経
済
効
率
性
、
環
境
へ
の
適
合

と
い
っ
た
要
素
か
ら
、
コ
ス
ト

が
安
く
昼
夜
を
問
わ
ず
安
定
的

に
発
電
で
き
る
電
力
源
を
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
定
義
し
て
い
る
。

（
原
子
力
、
石
炭
火
力
、
地
熱
発

電
な
ど
が
該
当
す
る
）



Ohi Town Assembly Official Report

No.71 おおい町議会だより 1 4

特
　
集

審
議
内
容

活
動
報
告

追
　
跡

一
般
質
問

寺
てらい
井  義

よしたか
孝

◥�

時
代
の
潮
流
に
応
じ
た
、令
和
６
年
度
予
算�

編
成
が
必
要
で
は

町
長	
人
口
減
少
対
策
に
お
け
る
地
方
の
受
け
皿
づ
く
り
と
位
置

付
け
る

問
令
和
６
年
度
予
算
編

成
に
向
け
、
主
要
事

業
の
取
り
組
み
方
針
は
。

︵
町
長
︶
人
口
減
少

対
策
に
お
け
る
、
地

方
の
受
け
皿
づ
く
り
で
あ
る

と
認
識
し
、
主
要
な
取
り
組

み
に
位
置
付
け
る
。

　

 

具
体
的
に
は
、
従
前
の

「
子
育
て
へ
の
応
援
」「
起
業

や
住
ま
い
を
始
め
と
す
る
移

住
者
へ
の
支
援
」
の
ほ
か
、

本
町
へ
の
Ⅰ
・
Ｕ
タ
ー
ン
に

つ
な
げ
る
、
女
性
・
若
者
支

援
の
充
実
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
停
滞
し
た
各
集
落
で
の

交
流
再
開
支
援
な
ど
に
取
り

組
む
。

問
「
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」「
食
育
・
地

産
地
消
推
進
計
画
」
の
推
進

策
は
。︵

副
町
長
︶
各
計
画

は
令
和
５
年
度
か
ら

９
年
度
ま
で
の
五
か
年
計
画

で
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
目
標
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
、

「
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
」「
食
育
・
地
産
地
消
推

進
計
画
策
定
委
員
会
」
で
進

捗
状
況
や
今
後
に
つ
い
て
協

議
し
、
目
標
達
成
に
つ
な
げ

て
い
く
。

交
通
安
全
対
策
の 

充
実

問
町
内
に
お
け
る
交
通

事
故
な
ど
の
状
況
は
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

令
和
４
年
ま
で
の
直

近
５
年
間
で
７
２
３
件
発
生

し
、
年
平
均
１
４
４
件
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年

は
、
８
月
末
で
84
件
、
昨
年

の
同
時
期
と
比
較
す
る
と
17

件
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
死

亡
事
故
は
、
８
月
末
時
点
で

４
９
６
日
間
ゼ
ロ
を
継
続
し

て
い
る
。

問
交
通
安
全
対
策
の
現

状
と
今
後
の
方
針
は
。

︵
防
災
安
全
課
長
︶

ハ
ー
ド
面
と
し
て

は
、
新
た
な
道
路
整
備
時
に

必
要
な
安
全
施
設
の
整
備
を

行
う
こ
と
や
、
交
通
状
況
な

ど
の
変
化
に
併
せ
適
宜
対
応

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
関
係
機
関
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
、
交
通
安
全
の

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
ハ
ー
ド
整
備
が

必
要
と
確
認
し
た
場
合
は
計

画
的
に
整
備
し
、
ま
た
、
効

果
的
な
ソ
フ
ト
事
業
を
進
め
、

交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
て

い
く
。

問
比
較
的
安
価
で
対
応

で
き
る
イ
メ
ー
ジ
ハ 学校での交通安全教室

ン
プ
を
活
用
し
、
交
通
事
故

の
危
険
を
回
避
す
る
対
策
は
。

︵
建
設
課
長
︶
道
路

管
理
者
の
判
断
で
設

置
で
き
る
こ
と
か
ら
、
状
況

に
応
じ
た
安
全
対
策
を
講
じ

る
。問

通
学
路
の
安
全
対
策

の
現
状
は
。

︵
教
育
長
︶「
通
学
路

安
全
推
進
会
議
」
を

設
置
し
、
毎
年
度
点
検
を
行

い
、
危
険
個
所
に
標
識
を
設

置
す
る
な
ど
、
都
度
対
応
し

て
い
る
。

問
通
学
路
の
変
更
を
予

定
し
て
い
る
箇
所
の

対
応
は
。

イメージハンプ

︵
学
校
教
育
課
長
︶

歩
道
、
横
断
歩
道
な

ど
が
整
備
で
き
れ
ば
、
通
学

路
を
変
更
す
る
。

問
安
全
な
通
学
路
と
な

る
ま
で
の
期
間
は
。

︵
建
設
課
長
︶
一
般

的
に
は
、
調
査
・
設

計
に
一
年
、
工
事
で
一
年
の

二
か
年
程
度
と
な
る
。

問
二
か
年
程
度
、
児
童

は
危
険
と
判
断
さ
れ

た
道
路
を
通
学
す
る
こ
と
と

な
る
。
教
育
委
員
会
が
主
と

な
り
、
早
期
の
対
応
が
必
要

で
は
。︵

町
長
︶
工
事
期
間

の
約
二
年
間
、
ソ
フ

ト
、
ハ
ー
ド
両
面
に
お
い
て
、

安
全
対
策
を
し
て
い
く
。
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特
　
集

活
動
報
告

審
議
内
容

追
　
跡

一
般
質
問

問
４
月
か
ら
の
若
狭
広

域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
ご
み
の
運
搬
や
持

ち
込
み
は
問
題
な
く
移
行
で

き
て
い
る
か
。

︵
町
長
︶
地
域
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
の
収
集
運
搬
に
つ
い
て
は

大
き
な
問
題
は
な
い
。
持
ち

込
み
に
つ
い
て
は
、
持
ち
帰

り
や
待
ち
時
間
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広

域
行
政
事
務
組
合
で
運
用
の

改
善
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
資
源
用
ご
み
袋
の
各

世
帯
へ
の
配
付
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
針
は
。

︵
町
長
︶
政
策
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
お
い
て
、

い
か
に
ご
み
の
減
量
化
や
利

便
性
を
図
る
か
を
、
環
境
に

優
し
い
方
向
性
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

問
分
別
後
の
ご
み
の
利

用
状
況
と
可
燃
ご
み

の
量
が
町
の
負
担
に
影
響
す

る
こ
と
な
ど
の
お
知
ら
せ
や

環
境
意
識
の
啓
発
に
、
ご
み

袋
を
活
用
し
て
は
。

︵
く
ら
し
環
境
課
長
︶

啓
発
品
と
し
て
、
ど

う
い
う
場
面
で
活
用
で
き
る

か
検
討
す
る
。

公
共
施
設
の 

調
理
室
は

問
町
内
各
地
区
の
４
セ

ン
タ
ー（
は
ま
か
ぜ
、

総
合
町
民
、
ふ
る
さ
と
、
里

山
文
化
）
の
調
理
室
の
維
持

管
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。︵

社
会
教
育
課
長
︶

建
築
物
環
境
衛
生
管

理
基
準
に
基
づ
く
定
期
清

掃
、
ネ
ズ
ミ
昆
虫
類
の
防

除
、
日
常
的
な
清
掃
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
度

や
緊
急
度
を
勘
案
し
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
維
持
補
修
、

改
修
を
行
っ
て
い
る
。

問
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

の
調
理
室
は
利
用
が

少
な
い
が
、
そ
の
原
因
と
対

応
は
。

原
はらだ
田  和

かずみ
美

◥�
資
源
用
ご
み
袋
の
各
世
帯
へ
の
配
付
、今
後
の

方
針
は

町
長	
ご
み
の
減
量
や
環
境
に
優
し
い
方
向
性
の
中
で
検
討
し
て
い
く

︵
社
会
教
育
課
長
︶

あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯

や
な
ご
み
の
調
理
室
の
利
用

が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

町
民
セ
ン
タ
ー
は
竣
工
以
来

38
年
が
経
過
し
、
調
理
室
の

設
備
が
旧
式
で
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。
現
在
、

調
理
室
も
含
め
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
修
に
か
か
る

実
施
設
計
を
実
施
し
て
い
る
。

問
各
セ
ン
タ
ー
は
、
災

害
時
の
※
指
定
避
難

所
に
な
っ
て
い
る
。
炊
き
出

し
な
ど
に
対
応
で
き
る
調
理

設
備
や
備
品
は
整
備
で
き
て

い
る
か
。︵

社
会
教
育
課
長
︶

常
時
、
炊
き
出
し
を

目
的
と
し
た
設
備
や
備
品
は

整
備
し
て
い
な
い
が
、
実
際

に
炊
き
出
し
を
行
う
場
合
に

は
、
不
足
が
あ
れ
ば
備
蓄
資

材
等
に
よ
り
配
備
を
行
う
。

問
食
品
を
扱
う
起
業
に

意
欲
の
あ
る
人
や
、

農
産
物
の
生
産
者
が
加
工
食

品
や
試
作
品
を
販
売
で
き
る

よ
う
な
、
許
認
可
を
受
け
た

公
的
な
調
理
施
設
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

︵
副
町
長
︶
需
要
を

見
極
め
な
が
ら
、
有

効
活
用
に
つ
い
て
、
既
存
施

設
も
含
め
た
中
で
必
要
に
応

じ
検
討
し
て
い
く
。

通
学
路
な
ど
の
除
草

問
草
が
繁
茂
す
る
時
期

に
は
、
草
が
歩
行
者

や
運
転
者
の
視
界
を
遮
る
な

ど
危
険
な
状
態
に
な
る
。
特

に
通
学
路
の
除
草
に
つ
い

て
、
道
路
管
理
は
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

︵
教
育
長
︶
通
学
路

に
つ
い
て
は
一
部
区

間
で
道
路
管
理
者
が
除
草
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
は
、
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
建

設
業
者
の
方
に
奉
仕
作
業
と

し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
道
路
管
理
者
と
し
て

の
安
全
へ
の
対
応
は
。

︵
建
設
課
長
︶
除
草

も
含
め
た
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
学
校
、
警
察
、

道
路
管
理
者
、
交
通
安
全
担

当
課
、
学
校
教
育
課
で
構
成

す
る
「
通
学
路
安
全
推
進
会

議
」
が
あ
り
、
そ
の
中
で
必

要
な
対
策
を
協
議
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

問
国
道
、
県
道
の
歩
道

の
除
草
は
。

︵
建
設
課
長
︶
今
年

度
、
県
道
小
浜
綾
部

線
の
歩
道
の
目
地
シ
ー
ト
に

よ
る
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

※ 

避
難
し
た
住
民
が
災
害
の
危
険

が
な
く
な
る
ま
で
の
一
定
期
間

滞
在
す
る
場
所

令和4年度決算　
資源化物売払収入の内訳

ペットボトル 2,763,234円
紙 829,575円

アルミ缶 360,600円
発泡スチロール 81,499円
スチール缶 1,000円
プラスチック 0円
合　計 4,035,908円

除
草
後
の
県
道
の
歩
道
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問
漁
業
資
材
に
つ
い
て
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

漁
業
者
の
経
営
安
定

を
図
る
た
め
、
魚
箱
や
氷
の

資
材
高
騰
分
に
対
し
、
福
井

県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
を

通
じ
て
支
援
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
冷
凍
ホ
タ
ル
イ
カ

の
高
騰
分
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
大
島
漁
業
協
同
組
合
と

関
係
者
を
交
え
て
検
討
し
て

い
く
。

問
廃
船
に
つ
い
て
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

老
朽
化
や
壊
れ
た
船

の
処
分
は
、
所
有
者
の
責
任

で
適
正
に
処
分
さ
れ
る
が
、

大
島
漁
業
協
同
組
合
や
、
近

隣
市
町
の
状
況
な
ど
を
確
認

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
検

討
す
る
。

問
漂
着
物
に
つ
い
て
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

海
岸
の
管
理
区
分
に

よ
っ
て
、
そ
の
管
理
者
が
行

う
も
の
で
あ
り
、
管
理
者
と

な
る
県
や
関
係
者
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

問

 

獣
害
防
止
策
の
管
理

に
つ
い
て
。

︵
農
林
水
産
課
長
︶

お
お
い
町
鳥
獣
被
害

対
策
協
議
会
と
各
区
と
の
協

定
に
基
づ
き
、
保
守
点
検
や

軽
微
な
補
修
な
ど
、
各
区
の

方
々
に
日
常
的
な
管
理
を
お

願
い
し
て
い
る
。
こ
の
日
常

管
理
が
獣
害
防
止
対
策
と
し

て
最
も
重
要
で
あ
る
。

高
たかもと
本  和

かずよし
良

廃
炉
に
伴
う
経
済 

悪
化
は

問
収
入
機
会
が
半
減
し

て
い
る
旅
館
組
合
や

商
工
業
者
へ
の
取
り
組
み
は
。

︵
副
町
長
︶
町
か
ら

関
西
電
力
事
業
本
部

な
ら
び
に
大
飯
発
電
所
に
対

し
、
廃
止
措
置
関
連
工
事
へ

の
地
元
企
業
の
新
規
参
入
機

会
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
て
い
る
。
他
の

工
事
や
物
品
調
達
な
ど
も
地

元
企
業
の
活
用
や
、
関
連
事

業
者
の
社
員
の
町
内
滞
在
時

に
お
け
る
、
地
元
民
宿
・
旅

館
の
積
極
的
な
利
用
を
要
請

し
て
い
る
。

問
大
飯
３
・
４
号
機
建

設
の
際
に
は
、
４
基

あ
れ
ば
１
年
を
通
じ
て
定
期

検
査
が
あ
り
、
地
元
で
従
事

す
る
方
の
仕
事
が
確
保
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
し

か
し
廃
炉
決
定
に
よ
り
、
現

在
は
多
く
の
人
が
他
所
へ
、

言
わ
ば
原
子
力
出
稼
ぎ
族
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
考
え
方

は
。

︵
町
長
︶
指
摘
の
と

お
り
。
４
基
そ
ろ
っ

て
地
元
に
経
済
効
果
な
ら
び

に
、
雇
用
の
効
果
を
含
め
て

活
性
化
の
共
存
共
栄
の
活
動

と
な
る
。
交
付
金
の
使
途
の

柔
軟
性
な
ど
を
含
め
、
将
来

の
町
の
活
性
化
の
た
め
に
工

夫
を
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
く
か
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
く
。

斎
場
の
位
置
づ
け
と

計
画
は

問
若
狭
広
域
行
政
事
務

組
合
に
お
け
る
斎
場

の
位
置
づ
け
と
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

︵
町
長
︶
若
狭
広
域

斎
場
に
つ
い
て
は
、

候
補
地
の
選
定
な
ら
び
に
決

定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
お

お
い
町
と
小
浜
市
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
検
討
に
あ
た
っ
て

い
る
。
令
和
２
年
度
よ
り
適

地
と
し
て
可
能
性
の
あ
る
町

内
６
ヵ
所
の
候
補
地
を
抽
出

し
た
う
え
で
、
令
和
３
年
度

に
か
け
て
当
該
地
区
の
区
長

連
絡
協
議
会
な
ら
び
に
関
係

者
と
３
回
に
わ
た
り
意
見
交

換
会
を
行
っ
た
。
特
に
、
大

島
地
区
に
お
よ
ぼ
す
イ
メ
ー

ジ
や
風
評
被
害
と
い
っ
た
課

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
区
内
全
体
で
の
説
明
会

も
開
催
さ
れ
ず
中
断
し
て
い

た
が
、
当
該
地
区
の
皆
さ
ま

に
再
度
、
ご
説
明
に
伺
い
、

忌
憚
の
な
い
意
見
を
い
た
だ

き
つ
つ
、
ご
理
解
い
た
だ
け

れ
ば
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

◥�

若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
け
る
斎
場
の�

位
置
づ
け
と
計
画
は

町
長	
大
島
地
区
の
皆
さ
ま
に
再
度
、説
明
に
伺
う

物
価
高
騰
に
よ
る 

漁
業
等
、一
次
産
業

へ
の
保
護
施
策
は

老
朽
化
し
た
小
浜
市
の
斎
場

地
元
の
方
に
よ
る
海
岸
掃
除
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◥�
関
西
と
の
利
便
性
重
視
の
た
め
、舞
鶴
発
着
の

高
速
バ
ス
を
延
伸
で
き
な
い
か

総
務
課
長　
事
業
化
に
重
要
な
採
算
性
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

尾
おだに
谷  和

かずえ
枝

問
北
陸
新
幹
線
が
県
内

開
業
す
る
が
敦
賀
を

終
着
駅
と
す
る
期
間
が
し
ば

ら
く
続
く
こ
と
に
な
る
。
敦

賀
駅
を
起
点
と
し
た
２
次
交

通
な
ど
で
そ
の
効
果
を
取
り

込
む
方
針
は
。

︵
町
長
︶
北
陸
新
幹

線
は
敦
賀
以
西
の
全

線
が
開
通
し
て
最
大
の
効
果

を
発
揮
す
る
。
敦
賀
駅
か
ら

の
利
便
性
の
向
上
は
多
く
の

方
を
誘
引
す
る
う
え
で
重
要

で
あ
り
、
ま
ず
は
小
浜
線
の

接
続
性
の
向
上
や
増
便
を
強

く
求
め
、
さ
ら
に
沿
線
自
治

体
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
運
行
列
車
な
ど
の
魅
力

向
上
や
、
新
た
な
２
次
交
通

と
し
て
小
浜
線
の
空
白
時
間

帯
に
、
小
浜
市
以
西
３
市
町

行
き
の
バ
ス
運
行
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

問
新
幹
線
効
果
を
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
す
方
向
性
は
。

︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

町
の
資
源
の
最
大
限

活
用
と
、
そ
の
魅
力
を
発
信

し
、
観
光
客
、
関
係
人
口
や

交
流
人
口
の
確
保
、
移
住
・

定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
る
た

め
の
支
援
策
や
多
方
面
で
の

利
便
性
な
ど
、
よ
り
一
層
き

め
細
や
か
な
施
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問
関
西
と
の
利
便
性
を

重
要
視
し
、
舞
鶴
と

京
阪
神
方
面
の
高
速
バ
ス
を

町
内
に
延
伸
す
る
な
ど
の
方

策
が
取
れ
な
い
か
。

︵
総
務
課
長
︶
事
業

化
に
は
、
利
用
見
込

み
に
基
づ
く
事
業
者
の
経
営

判
断
と
な
る
た
め
、
現
状
を

考
え
る
と
実
現
は
大
変
厳
し

い
。

廃
炉
後
の 

取
り
組
み
は

問
日
本
の
60
基
の
原
子

力
発
電
所
の
う
ち
、

24
基
の
廃
炉
が
決
定
し
、
今

後
解
体
が
本
格
化
し
て
い
く

こ
と
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。︵

町
長
︶
国
が
、
主

体
的
に
責
任
を
も
っ

て
、
そ
の
必
要
性
や
次
世
代

革
新
炉
の
安
全
性
な
ど
の
国

民
理
解
、
事
業
者
が
投
資
を

判
断
で
き
る
環
境
の
整
備
、

そ
の
後
の
立
地
地
元
理
解
や

審
査
等
を
迅
速
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
廃
炉
に

伴
い
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄

物
の
処
理
・
処
分
に
か
か
る

諸
課
題
の
早
期
克
服
等
に
向

け
た
取
組
も
急
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
廃
炉
に
伴
い
解
体
さ

れ
た
構
造
物
の
う

ち
、
※
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
は

再
利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
町
と
し
て
、
有
効
に

活
用
し
て
は
。

︵
町
長
︶
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
物
を
資
源
と
し

て
有
効
活
用
し
、
産
業
と
し

て
成
立
さ
せ
る
に
は
、
制
度

に
対
す
る
理
解
の
促
進
が
必

要
で
あ
る
。
道
の
駅
う
み
ん

ぴ
あ
と
ホ
テ
ル
に
、
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
金
属
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
製
作
し
た
サ
イ
ク
ル
ス

タ
ン
ド
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
物
の
有
効
活
用
が
早
期

に
図
ら
れ
る
よ
う
、
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
理

解
促
進
に
努
め
、
社
会
に
お

け
る
理
解
の
深
ま
り
に
応
じ

て
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
の
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※ 

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
：
原
子
力
発

電
所
の
廃
炉
な
ど
に
伴
う
廃
棄

物
の
う
ち
、
放
射
能
レ
ベ
ル
が

極
め
て
低
く
、
人
の
健
康
に
対

す
る
影
響
を
無
視
で
き
る
も
の

を
通
常
の
産
業
廃
棄
物
と
し
て

再
利
用
ま
た
は
処
分
で
き
る
物

の
こ
と
。

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
を
活
用
し
た

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

（
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
）

新
幹
線
計
画
ル
ー
ト
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一
般
質
問

問
地
方
公
営
企
業
会
計

の
法
適
用
化
の
準
備

作
業
と
内
容
は
。

︵
く
ら
し
環
境
課
長
︶

資
産
の
把
握
、
例
規

の
制
定
お
よ
び
改
廃
の
準
備

作
業
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
実
施
し
て
お
り
、

公
営
企
業
会
計
に
関
す
る
研

修
を
行
っ
て
い
る
。

問
公
営
企
業
会
計
の
独

立
採
算
制
に
対
す
る

方
策
は
。︵

副
町
長
︶
上
下
水

道
事
業
の
経
営
戦
略

を
策
定
し
、
健
全
な
運
営
を

目
指
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
現
時
点
で
の
発

行
実
態
と
国
の
調
査
内
容
と

結
果
報
告
は
。

︵
住
民
窓
口
課
長
︶

人
口
７
，８
０
０
人

の
う
ち
６
，６
７
０
人
に
交

付
済
で
あ
る
。

　
ひ
も
づ
け
方
法
の
業
務
実

態
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

個
別
デ
ー
タ
の
点
検
は
必
要

な
い
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

問
カ
ー
ド
と
ひ
も
づ
け

さ
れ
る
事
業
に
つ
い

て
諸
問
題
の
把
握
と
対
策
は
。

︵
町
長
︶
本
町
に
お

い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
問
題
は
な
い
。
今
後
も

交
付
事
務
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
個
人
情
報
を
無
断
で

他
人
に
提
供
し
た

り
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

に
移
し
て
、
も
し
本
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た

り
漏
え
い
し
た
と
き
に
、
役

場
は
責
任
が
取
れ
る
の
か
。

︵
町
長
︶
質
問
の
問

題
に
つ
い
て
は
国
に

お
い
て
対
応
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
町
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
間
違
い
の
な
い

登
録
を
行
い
な
が
ら
、
町
民

の
利
便
性
を
今
後
図
っ
て
い

く
。

猿
さるはし
橋　  巧

たくみ

◥�

公
営
企
業
会
計
の
独
立
採
算
制
の
方
策
は

副
町
長　

�

上
下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略
を
策
定
し
、健
全
化
を	

目
指
す

保
護
者
の
負
担
軽
減

問
学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
町
の
認

識
と
方
針
は
。

︵
教
育
長
︶
現
時
点

で
は
学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
は
考
え
て
い
な

い
。問

給
食
に
お
け
る
食
材

の
安
全
性
確
保
の
た

め
の
検
査
な
ど
は
行
わ
れ
て

い
る
か
。︵

学
校
教
育
課
長
︶

学
校
給
食
衛
生
管
理

基
準
に
基
づ
き
検
査
を
行
っ

て
い
る
。

問
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
町
に
ふ
さ
わ

し
い
教
育
環
境
の
実
現
の
た

め
、
町
の
給
食
費
の
支
援
を

再
度
問
う
。

︵
町
長
︶
岸
田
政
権

に
お
け
る
異
次
元
の

子
育
て
支
援
も
含
め
て
、
学

校
給
食
法
も
当
然
変
わ
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
し
っ

か
り
と
注
視
を
し
な
が
ら
町

と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
を
行

う
。問

保
護
者
負
担
の
教
材

や
旅
行
積
立
て
に
お

け
る
支
援
は
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

教
材
は
、
そ
の
費
用

対
効
果
を
考
え
、
保
護
者
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。
修
学
旅
行
へ
の

補
助
は
、
近
隣
の
市
町
に
は

な
い
町
独
自
で
補
助
を
し
て

い
る
。

子
育
て
施
策
の
充
実

問
児
童
館
な
ど
の
施
設

や
人
材
の
待
遇
は
充

分
か
。︵

住
民
窓
口
課
長
︶

活
動
に
は
十
分
な
ス 子どもたちの給食準備風景

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

 

人
材
待
遇
は
大
飯
地
域
で

は
職
員
の
処
遇
改
善
を
行

い
、
名
田
庄
地
域
に
お
い
て

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
雇
用
し
て
い
る
。

問
国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
徴
収
の
制
度

改
善
と
18
歳
ま
で
の
保
険
税

無
償
化
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

︵
副
町
長
︶
保
険
税

の
均
等
割
の
軽
減
に

つ
い
て
は
国
な
ど
の
施
策
の

実
施
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
軽
減

措
置
は
制
度
の
枠
組
み
を
超

え
る
た
め
、
拡
充
す
る
考
え

は
な
い
。

名田庄児童館

病
院
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
読
み
取
り
機
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子育て支援事業であれば、実施期間を区切っ
たり、所得制限をかけるのは適切ではない。

（令和4年9月議会　原田 和美 議員）
（令和5年3月議会　尾谷 和枝 議員）

進学サポート給付金の
所得制限をなくしては

期間については、5年間でやめることは考えて
いない。所得制限については、国の子育て支援に
関する所得制限の考え方も参考に検討している。

国の子育て支援策など
も参考に検討している

　議会だよりでは、定例会議での一般質問の要旨を掲載して
います。議員からの提案などがどのように町政に反映された
かを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

町長答弁

受給対象者の所得制限を撤廃し、実施期間を
令和10年度まで延長。

給付対象者の
　所得制限を撤廃

どうなった?

ちょっと
深掘り！

●進学サポート給付金とは？
　この事業は、平成30年に、未来創生戦
略事業として、学生のUターンや町への
愛着を促す目的で創設されました。また、
進学する学生の保護者に対する子育て支
援事業でもあります。

●令和5年6月条例改正は？
　進学を希望するすべての世帯の子育て
環境を整え、学びの支援を拡充するため
の改正です。

●改正内容は？
　・ 給付対象者の所得制限を撤廃
　・ 次の課程を履修する者の支給対象期間

を変更
・医学　　・歯学
・薬学　　・獣医学

　・ 支給限度額（6年生学部）
・1,440,000円に変更

　　　※大学院生は対象外
　・ 通信制の大学に在籍する学生を対象

に、支給限度額を68,000円に変更
　・ 事業の終期を、令和 10 年 3 月 31 日

まで延長

※問い合せ先　学校教育課
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●
発
　
　
　
行

：
福

井
県

お
お

い
町

議
会

●
発
行
責
任
者

：
議

長
 

細
川

正
博

●
編
　
　
　
集

：
広

報
特

別
委

員
会

おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会議は12月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期： 12月１日から12月20日まで（20日間）
本会議： 12月１日（議案提案理由説明）、12月13日（一般質問）、12月20日（採決）
委員会： 予算決算常任委員会（12月１日） 

総務・産業建設常任委員会（12月４日） 
原子力発電対策特別委員会（12月６日）

12月
定例会議の
予定

●

編
集
後
記
●

今
年
の
夏
の
挨
拶
は
「
ホ
ン
マ
に

暑
い
な
あ
」「
こ
ん
な
夏
は
知
ら
ん
」

「
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
」
な
ど
と

交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
号
が
発
行

さ
れ
る
頃
に
は
涼
し
い
ど
こ
ろ
か
寒

く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

意
味
を
転
じ
て
、
こ
と
わ
ざ
に
「
辛

い
こ
と
も
い
ず
れ
時
期
が
来
れ
ば

去
っ
て
い
く
」
と
あ
り
ま
す
。（
楽

し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
と
解
釈
を

し
て
い
ま
す
。）

た
だ
人
は
何
も
し
な
い
で
苦
難
を

乗
り
越
え
よ
う
と
は
思
わ
な
い
の
が

す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
こ
そ
「
熱
い
」
想
い
で
人
口

減
少
等
々
、
町
の
苦
難
は
町
民
の

方
々
、
議
会
、
行
政
と
共
に
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
議
会
の
活
動

が
「
議
会
だ
よ
り
」
に
よ
っ
て
皆
さ

ま
に
伝
わ
る
よ
う
一
同
頑
張
り
ま
す
。

 

（
堤 

記
）

·
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
原
田　
和
美

副
委
員
長　
　
屋
敷　
浩
道

委　
　
員　
　
堤　
　
満
也

　
　
〃　
　
　
中
西　
秀
和

　
　
〃　
　
　
高
本　
和
良

　
　
〃　
　
　
寺
井　
義
孝

　
今
回
の
輝
く
人
で
は
、
９
月
に
開
催

さ
れ
た
「
若
狭
お
お
い
の
ス
ー
パ
ー
大

火
勢
」
に
て
次
年
度
の
若
衆
頭
に
抜
擢

さ
れ
た
方
に
、
30
周
年
を
迎
え
る
大
火

勢
へ
の
意
気
込
み
と
情
熱
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

🅠 

大
火
勢
の
魅
力
は
。

🅐 

や
は
り
巨
大
な

松
明
を
若
衆
が
力
を

結
束
し
勇
猛
果
敢
に

全
力
で
回
し
、
悠
久

の
炎
が
盛
大
に
燃
え

る
姿
が
最
高
で
す
。

🅠 
第
30
回
の
若
衆
頭
と
し
て
の
意
気

込
み
は
。

🅐 

年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ

る
が
、
地
元
メ
ン
バ
ー
が
集
結
し
、
ひ

と
つ
に
な
っ
て
物
事
を
達
成
す
る
こ
と

は
、
若
い
世
代
で
は
こ
の
大
火
勢
し
か

な
く
、
若
手
の
活
力
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
、
改
め
て
お
お
い
町
に
生
ま

れ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
来
年
は
30
周
年
と
い
う

こ
と
で
、
節
目
の
重
要
な

回
で
す
が
、
し
っ
か

り
と
み
ん
な
を
ま

と
め
力
を
合
わ

し
、
最
高
の
大

火
勢
を
回
し
て
、

お
お
い
町
の
み
ん
な

が
元
気
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

🅠 

さ
ら
に
大
火
勢
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
何
か
考
え
は
。

🅐 

毎
年
、
大
島
か
ら
は
船
を
出
し
海

上
か
ら
松
明
や
花
火
を
見
に
来
る
県
外

の
方
が
多
く
い
ま
す
が
、
宿
泊
と
翌
日

に
イ
ベ
ン
ト
（
地
引
網
体
験
）
な
ど
を

セ
ッ
ト
に
し
た
プ
ラ
ン
の
構
築
が
で
き

る
と
、
も
っ
と
地
元
に
お
金
を
使
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
た
く
さ
ん
の
費
用
や
時
間
、

運
営
す
る
多
く
の
人
が
い
る
の
で
、
一

日
限
り
で
は
勿
体
な
い
と
感
じ
ま
す
。

🅠 

町
や
議
会
に
求
め
た
い
こ
と
は
。

🅐 

大
火
勢
は
30
周
年
が
終
着
で
は
な

く
、
今
後
も
若
手
が
集
ま
り
、
お
お
い

町
で
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
継
続
を
し
て
い
っ
て
欲

し
い
で
す
。
来
年
も
最
高
の
大
火
勢
を

見
に
き
て
く
だ
さ
い
!!

大
島
宮
留

藤ふ
じ 

井い 

健け
ん 

人と 

さ
ん

悠
久
悠
久
のの
炎炎
をを
受受
けけ
継継
ぐぐ


